
「町田市産業振興計画19-28」前期実行計画　2019年度～2022年度の取り組み結果

【計画策定時】
（2014年～2016年）

【計画策定時】
（2016年）

【計画策定時】
（2016年）

【計画策定時】
（2015年）

6.4% 5,070 万円 12,106 事業所 91.7%

◎（予定以上に進んでいる） 6 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 9 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 4 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 7 施策

○（予定通りに進んでいる） 5 施策 ○（予定通りに進んでいる） 4 施策 ○（予定通りに進んでいる） 9 施策 ○（予定通りに進んでいる） 3 施策

△（予定以上に進んでいない） 0 施策 △（予定以上に進んでいない） 2 施策 △（予定以上に進んでいない） 3 施策 △（予定以上に進んでいない） 4 施策

◎及び○の割合 11 /11施策 ◎及び○の割合 13 /15施策 ◎及び○の割合 13 /16施策 ◎及び○の割合 10 /14施策

実施主体

関係団
体・ネッ
トワーク

取組内容 単位 達成状況 達成目標 取組内容 単位 達成状況 達成目標 取組内容 単位 達成状況 達成目標 取組内容 単位 達成状況 達成目標

セミナー実施回数 年間回数 14 3 産業財産権取得補助件数 年間件数 28 12
町田商工会議所経営指導員の巡
回・窓口相談

年間件数 3,054 3,200
働き方に関するセミナー等の実施
回数（市内開催）

累計（件） 25 20

創業スクール参加者数 累計（名） 771 250
知財啓発事業（相談会・セミナー
等）件数

年間件数 6 5 「先端設備等導入計画」認定 累計（件） 78 120 シェアオフィス等の立地件数 累計（件） 33 2

女性向けセミナーの参加者数 累計（名） 105 100
新たな販売手法（ｷｬｯｼｭﾚｽ、EC関連
等）に関するセミナーの実施件数

年間件数 5 2
町田商工会議所専門相談の相談者
数

年間件数 273 80
町田市勤労者福祉サービスセン
ター

会員事業所数 708 930

「起業家カード」の発行数 累計（枚） 886 700
新商品・新サービス開発事業補助
件数

累計（件） 15 2
市融資制度の事業承継メニュー活
用件数

累計（件） 25 10 企業等立地件数 累計（事業者） 10 4

創業相談件数 累計（件） 2,125 2,000 トライアル発注認定商品の認定 累計（件） 51 48 事業承継推進ネットワークによる市内
事業者の事業承継マッチング件数

累計（件） 39 12 商店会のイベント・活性化事業数 年間件数 42 46

市の融資制度において創業支援特
例を受けた件数

年間件数 35 20 各種見本市・展示会等出展支援 年間件数 27 20 商店会に専門家を派遣した案件数 累計（件） 28 60

異業種・異分野間の連携により、
事業化・商品化された件数

累計（件） 25 44 イベントの来場者数 年間来場者 80,126 150,000

達成状況

目指す将
来像

指標

【現状値】

未公表
（2023年6月公表予定）

【現状値】

未公表
（2023年6月公表予定）

【現状値】
（2021年）

11,427 事業所（▲5.6％）

（３）円滑な事業承継を推進

（２）次代を担う人を育てる

（３）異業種・異分野との連携による
      新たな価値の創出

4年間の総括

開業率の上昇

指 標

『 立ち上げる』チャレンジ

（１）起業・創業の魅力を伝える

（２）想いを形にするためのサポート

（３）起業・創業後の事業拡大を後押し

町田市（産業政策課）、町田新産業創造センター、
町田商工会議所、ＢＵＳＯ　ＡＧＯＲＡ、金融機関

町田創業プロジェクト、東京都中小企業振興公社（TOKYO創業ス
テーションTAMA）

　起業・創業の魅力を発信する取り組みのほか、セミナー等の実施
状況や「起業家カード」の発行件数等は順調に推移しており、「町
田創業プロジェクト」による支援は、目標を上回る成果を上げてい
ます。
　引き続き、起業・創業に向けたきっかけづくりや、創業の実現の
サポート、起業・創業後の事業拡大を後押しすることが必要です。

実施主体
等

具体的な取り組み

施策の柱

施策

個別施策
の評価

（２）「選ばれるまち」としての魅力を高める

（１）働きやすいまちづくりの推進

【現状値】
（2020年）

90.3%（▲1.4ポイント）

（３）まちの賑わいを生み出す

『 つなぐ』チャレンジ『 拡げる』チャレンジ

（２）独自の「強み」を磨く取り組みをサポート

（１）新分野・新技術への進出を後押し （１）安定した事業継続をサポート

　産業財産権の取得補助やトライアル発注認定商品など、競争力強
化や付加価値向上に向けた支援が進んでいます。また、新商品・新
サービスの開発補助や、各種見本市・展示会等出展支援など、販路
拡大支援が進んでいます。
　一方で、異業種・異分野間の連携による事業化・商品化について
は、目標未達となっています。

　市内の「事業所数」は減少しています。事業所数を維持するた
め、事業継続や事業承継の支援や、起業・創業による事業者数の
増、競争力強化や販路拡大等を通じた経営安定化による休・廃業者
数の減に向けた取り組みが必要です。
　また、これまで家賃補助事業や原油価格等高騰対策事業等を通
じ、事業継続支援に取り組んできました。引き続き、物価高騰等の
影響を注視しながら、適切に対処することが必要です。

　「昼夜間人口比率」は減少しています。多様な働き方が浸透し、
シェアオフィス等の立地件数が大幅に増加しているため、市内にお
ける事業活動や働きやすい環境を整える取り組みが必要です。
　また、新型コロナウイルス感染症による影響は回復傾向にありま
すが、イベント来場者数は目標を下回っているため、商店会への支
援やイベント等を通じて、まちの賑わいにつなげることが必要で
す。

ビジネスに、働く人に、心地よいまち

【計画策定時】　　　 
　5,416億円（2016年）　　

　　　　  【現状値】
　　未公表（2023年6月公表予定）

町田市（産業政策課、農業振興課）、町田商工会議所、
町田新産業創造センター、町田市農業協同組合

町田市（産業政策課）、町田新産業創造センター、
町田商工会議所（多摩ビジネスサポートセンター）、金融機関
東京都多摩地域事業承継・引継ぎ支援センター

町田市（産業政策課、男女平等推進センター）、町田商工会議所、
町田新産業創造センター、町田市農業協同組合、町田市勤労者福祉
サービスセンター、町田市観光コンベンション協会

日本弁理士会関東会、東京都立産業技術研究センター、東京都中小
企業振興公社、まちだテクノパーク、町田市商店会連合会、町田青
年会議所、町田法人会、南西フォーラム

町田市事業承継推進ネットワーク、東京都よろず支援拠点、町田市
経営診断協会、東京中小企業家同友会町田支部、町田・相模原経済
同友会

東京しごと財団、ハローワーク町田、東京しごとセンター多摩、東
京都労働相談情報センター多摩事務所、八王子労働基準監督署町田
支所、町田市商店会連合会、町田市中央地区商業振興対策協議会、
よい仕事おこしネットワーク

ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり

😄（すべての施策が◎か○） 😊（◎と○が8割以上） 😊（◎と○が8割以上） 😐（◎と○が8割未満）

資料４－１

【主な新型コロナ等臨時対策】
・ファーストステップセミナー等のオンライン化（2020年度）

・ファーストステップセミナーの動画コンテンツ化（2021年度～）

・創業関連セミナーの開催（2020年度～）

・若者創業スクール事業（2022年度）

開業率の上昇 １事業所あたりの付加価値額の増加 事業所数の維持 昼夜間人口比率の上昇

【主な新型コロナ等臨時対策】

・中小企業者家賃補助事業（2020年度 第1弾・第2弾、2021年度

第3弾・第4弾）

・東京都行政書士会町田市部と連携した、行政手続きの市民相談

会（2020年度）

・デリバリー利用者等負担軽減事業業（2021年度）

・テイクアウト・デリバリー支援給付事業（2021年度 第1弾・第2弾）

・中小企業者BCP策定支援事業（2022年度）

・原油価格等高騰対策事業者支援事業（2022年度）

【主な新型コロナ等臨時対策】
・キャッシュレス決済プレミアムポイント事業（2020年度 第1弾、

2021年度 第2弾、2022年度 第3弾）

・産業見本市出展支援事業の拡充（2020年度～ オンライン見本

市を補助対象に追加、2021年度～ コンテンツ作成費を対象経費

に追加、補助上限金額を増額）

・中小企業者デジタル化支援事業（2022年度）

【主な新型コロナ等臨時対策】
・町田市中小企業制度融資「緊急資金」の拡充（2020年度～2021年度 利子補

助の拡充により実質無利子化、融資限度額を500万円から1,000万円に増額。

2022年度～ ウクライナ情勢等による影響を受けた事業者も緊急資金の対象

に追加）

・マル経融資の拡充（2020年度～ 一般マル経に加えコロナマル経も利子助成）

・中心市街地空き店舗等利用促進事業（2022年度）

・勤労者福祉サービスセンター会員サービス向上事業（2022年度）

付加価値額の増加


